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HP用その他の経口糖尿病薬

スルホニルウレア剤（SU） 推奨薬：グリメピリド、グリクラジド

速効型インスリン分泌促進剤
（グリニド）

・低血糖リスク大＝高齢者は避ける
・腎機能低下例で低血糖ﾘｽｸ増
・高度腎障害で禁忌
・重篤な肝障害で禁忌

推奨薬：レパグリニド、ミチグリニド、

ナテグリニド

αグルコシダーゼ阻害剤

・低血糖リスク中＝高齢者は避ける
・腎機能低下例で低血糖ﾘｽｸ増
・食後高血糖改善＝食直前内服
・αｸﾞﾙｺｼﾀﾞｰｾﾞ阻害剤との合剤あり

推奨薬：ボグリボース、ミグリトール

ビグアナイド剤

・食後高血糖改善＝食直前内服
・内服初期に消化器症状の副作用
・ｸﾞﾘﾆﾄﾞとの合剤あり

推奨薬：メトホルミン

・腎機能低下例で減量要
・高度腎障害で禁忌
・心不全で禁忌
・重篤な肝障害で禁忌
・DPP4阻害剤/ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝとの合剤あり

チアゾリジン薬

・高度腎障害で禁忌
・心不全で禁忌
・重篤な肝障害で禁忌
・発癌リスク,骨折リスク増加の可能性

・DPP4阻害剤/ﾋﾞｸﾞｱﾅｲﾄﾞとの合剤あり

・腎機能低下例で非推奨
・重篤な肝障害に対する臨床試験なしミトコンドリア機能調整薬

推奨薬：ピオグリタゾン

推奨薬：イメグリミン
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スルホニルウレア剤（SU）

推奨度
グリメピリド＞グリクラジド

・薬価はグリクラジドが安い
・インスリン分泌作用 グリメピリド＜グリクラジド
・血糖降下作用 グリメピリド≒グリクラジド
・グリメピリドは膵外作用がありインスリン抵抗性患者には有用

経済性ではグリクラジド優位だが、安全性（低血糖リスク）を加
味しグリメピリドを第一推奨とした。

成分名 販売名
先発品
後発品

規格
薬価
(円)

院内 院外 用法・用量
１日

最大用量
血中半減
期(hr)

グリメピリド

アマリール錠 先発品
1mg 10.8 ●

0.5～4mg 分1～2 6mg 1.5

3mg 16.6 ●

グリメピリド錠 後発品

0.5mg 10.5 ● ●

1mg 10.8 ● ●

3mg 10.8 ●

グリクラジド
グリミクロンHA錠 後発品 20mg 6.3 ●

40～120mg 分1～2 160mg 12.3
グリミクロン錠 後発品 40mg 7.8 ● ●
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速効性インスリン促進薬（グリニド）

推奨度
レパグリニド＞ミチグリニド＞ナテグリニド

・薬価はレパグリニド＜ミチグリニド＜ナテグリニド
・HbA1c低下作用 レパグリニド＞ミチグリニド>ナテグリニド
・ナテグリニドには肝臓への直接作用（中性脂肪蓄積抑制）
・ナテグリニドのみ重篤な腎機能障害に禁忌

経済性・有効性でレパグリニドを第一推奨（SUほど低血糖リス
クは少ない）安全面でナテグリニドを第三推奨とした。

成分名 販売名
先発品
後発品

規格
薬価
（円）

院内 院外 用法・用量
１日

最大用量
血中半減期

(hr)

ミチグリニドカル
シウム水和物

グルファストOD錠 先発品
5mg 10.8 ●

15mg～30mg 分3 60mg 1.2
10mg 16.9 ●

ミチグリニドCa・OD錠 後発品
5mg 6.3 ●

10mg 7.0 ● ●

ナテグリニド ナテグリニド錠 後発品
30mg 10.8 ●

180～270mg 分3  360mg 1.1～1.3
90mg 14.9 ●

レパグリニド レパグリニド錠 後発品
0.25mg 6.6 ● ●

0.75～1.5mg 分3 3mg 0.8
0.5mg 10.8 ●
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αグルコシダーゼ阻害薬
推奨度
ボグリボース＞ミグリトール

・薬価はボグリボースが安い
・使い分けを提示しているGLはない
・食後血糖降下作用    ミグリトール＞ボグリボース
 (ミグリトールは一部吸収されることが確認されている。他剤は吸収されない。)

   ・消化器系副作用頻度 ミグリトール＞ボグリボース（初期）

使い分ける指標がとくにない。
経済性を考慮しボグリボースを第一推奨とした。

成分名 販売名
先発品
後発品

規格
薬価
(円)

院内 院外 用法・用量
１日

最大用量
血中半減期

(hr)

ボグリボース

ベイスンOD錠 先発品 0.3mg 12.9 ●

0.6～0.9mg 分3 0.9mg -

ボグリボースOD錠 後発品 0.3mg 10.8 ● ●

ミグリトール
セイブルOD錠

(※普通錠もあり)
先発品 50mg 17.5 ● 150～225mg 分3 225mg 2
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ビグアナイド薬

推奨薬
メトホルミン

同一薬効の薬なし。

成分名 販売名
先発品・
後発品

規格
薬価
（円）

院内 院外 用法・用量
１日

最大用量
血中半減期

(hr)

メトホルミン塩酸塩

メトグルコ錠
先発品☆ 250mg 10.8 ● ●

500～
1500mg 

分2～3      2250mg 2.9
先発品☆ 500mg 10.8 ●

メトホルミン塩酸塩錠 MT
後発品★ 250mg 10.8 ●

後発品★ 500mg 10.8 ●
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チアゾリジン薬

推奨薬
ピオグリタゾン

同一薬効の薬なし。

成分名 販売名
先発品・
後発品

規格
薬価
（円）

院内 院外 用法・用量
１日

最大用量
血中半減期

(hr)

ピオグリタゾン塩酸塩
アクトス錠

先発品 15ｍｇ 16.3 ●

15～30mg 分1              
MAX 

45mg
5.4先発品 30ｍｇ 29.9 ●

ピオグリタゾン錠 後発品 15ｍｇ 10.8 ● ●
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ミトコンドリア機能調整薬

推奨薬
イメグリミン

同一薬効の薬なし。

成分名 販売名 先発品・後発品 規格
薬価
(円)

院内 院外 用法・用量
１日

最大用量
血中半減期

(hr)

イメグリミン塩酸塩 ツイミーグ錠
先発品

（後発無し）
500mg 32.5 ● 2000mg 分2 2000mg 12

Ver2.0 2026年04月



Ver. 改訂年月 内容

Ver.1.0 2025年11月 初版

Ver.1.1 2026年03月 薬価改訂を反映

Ver.2.0 2026年04月 ホームページ公開用にあわせてレイアウトを変更
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